
 

 

 

 

 

 

 

「笑顔輝く生き生きとした学校に」 

校長 籏谷徹志  

 はじめまして。このたび校長として本校に着任した籏谷徹志（はたやてつ

し）と申します。 

私は、障害のある家族と育ち、これまでに、県内の知的障害や肢体不自由

の特別支援学校で勤務をしてきました。特別支援学校勤務の前には中学校

でも勤務いたしました。 

さて、このたび、ご縁がありこの地で勤務できること、心から嬉しく思いま

す。実は、氷上特別支援学校は、私にとって憧れの学校の一つでした。技能検

定の会場で出会う氷上特支の生徒たちは生き生きとして、素晴らしい動きを

していました。その日出会った生徒たちは、自信に満ちた気高い表情をしてい

ました。一つ一つの動きは機敏で確かなものでした。たくさんの練習を頑張り

通してきたに違いありません。頑張ってきた自分への自信と誇りを感じまし

た。これまでに出会った氷上特支の職員の方々も、「氷上では、〇〇を頑張っ

ていますよ」等と生き生きと話してくれました。ちょうど赴任するタイミングで 

 

文字・イラスト 小学部・高等部 

丹波市春日町棚原３０９８-１ TEL： ０７９５-７５-１７３７ 

Email： Hikami_shien@pref.hyogo.lg.jp 

URL: http//www.hyogo-c.ed.jp/~hikami-sn/ 

兵庫県氷上特別支援学校   ４月号   ２０２4.4.22 発行 eスポーツに関する報道もありました。このように、本校は私にとって憧れの学

校でした。本校で勤務できること、本当にありがたいと感じています。 

着任して日は浅いですが、職員からこれまでの話を聞き、保護者並びに地

域や関係の皆様と出会い挨拶をする中で、皆様の熱い思いを感じます。皆様

に支えられ助けられて学校教育活動を進めてきたのだと折に触れ感じる日々

でした。保護者の皆様、地域の皆様、関係の皆様、本校の教育活動に対する

ご理解ご協力ご支援、本当にありがとうございます。深く感謝申し上げます。 

令和6年度は、これまでに取り組んできた教育を継続発展してまいります。

職員一同力を合わせ、教育活動を進めてまいります。今後ともご理解ご支援

を賜りますようお願い申し上げます。 



 

高等部 

 

今年度の学校通信『どんぐり』は、隔月発行と 

なります。（4月、６月、9月、11月、1月、3月を予定）       

毎月の行事予定につきましては、各学部通信または 

本校 HP内「年間・月別行事予定」（QRコード参照） 

をご覧ください。 

本校ホームページとブログのコンテンツの内容を高め、 

よりいっそう充実した形にしてまいります。ぜひご覧ください。 

充実した内容にさせて頂きます。 

本年度の高等部は、1年生 16名、2年生 14名、3年生は 11名、総

勢 41 名となりました。入学後には、2 年生が中心となり対面式を企画し、

1 年生を招待しました。緊張の面持ちで入場しましたが、みんな趣味や好

きな事など思い思いに伝えることができました。これからも学年を超えて交

流をおこなっていきたいです。今年度も引き続きクラス担任制で多くの教

員と生徒が関われるようにしていきます。日頃からの情報共有を大切にし

将来を見据えた支援・指導をしていきます。また、高等部では、体験活動を

大切に、助け合いながら協力し、一人一人が輝けるようにしていきます。保

護者の皆様や地域・関係機関の皆様にも良きアドバイザーとなっていただ

き、見守りや支援をしていただけると心強く思います。皆様のご理解とご協

力をよろしくお願いいたします。 

小学部は、新入生２名、転入生１名を迎え、２１名、４クラス編成でスター

トしました。昨年度行った、教育課程の再検討や時間割変更を受けて、今

年度は子どもたち一人一人との向き合い方や指導支援について、バージ

ョンアップを図りたいと考えています。それとともに、引き続き教師間での

連携協力をしっかり行い、全ての子どもたちの学びや育ちを支えてまいり

ます。まずは子どもたちの好きなことや苦手なことに寄り添いながら、個々

の課題に応じた学習集団（個別学習やグループ学習等）を編成し、きめ細

かな指導を進めることで、基本的な生活習慣や基礎学力、基礎体力の育

成を目指します。そして、子どもたちが自分の良いところや得意なところを

見つけ、さらに伸ばしていけるよう、支援をしていきます。 

今後とも、保護者の皆様や学園の職員様、地域の皆様方の温かいご

理解とご支援をよろしくお願いいたします。 

 

小学部 

中学部 

今年度の中学部は９名の新入生を迎え３０名でスタートしました。生徒

一人一人について共通理解を図り、子どもたちが見通しを持って不安なく

活動できるよう支援をしていきます。また、教員・生徒共に学び合い、高め

合えるような学部を目指していきます。授業等、学校生活の中で自己選択

や自己決定の場面を設け、主体的に活動し、自信や達成感につなげたい

と考えています。さらに、友達や身近にいる人との接し方、生活に必要なル

ールやマナーなどを通して、自他を大切にする心を育てていきます。今年度

も中学部へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 


